
第８章 　個人情報の保護

１．基本的な考え方
　個人情報の取扱いについては、個人情報の保護に関する法律及びこれに基づくガイドライ
ン等を踏まえた対応を行います。その際には、対象者の利益を最大限に保証するため個人情
報の保護に十分に配慮しつつ、効果的・効率的な保健事業を実施する立場から、収集された
個人情報を有効に利用します。

２．記録の保存方法

３．個人情報の取り扱い及び守秘義務規定の遵守
　個人情報の取扱いに関しては、個人情報保護法に基づく「国民健康保険組合における個人
情報の適切な取扱いのためのガイドライン」、「伊達市個人情報保護条例」（2004年（平成
16年）条例第26号）に基づいて行います。
　保健事業を外部に委託する際は、個人情報の厳重な管理や、目的外使用の禁止等を契約書
に定めるとともに、委託先の契約遵守状況を管理します。

４．ＫＤＢシステムの取り扱い
　保険者は、健康増進法（2002年（平成14年）法律第103号）第６条の健康増進事業実施者と
して、「国民の健康の増進の総合的な推進を図るための基本的な方針」（2012年（平成24
年）厚生労働省告示第430号）において、特定健康診査その他の各種検診の実施主体間で個人
の健康情報の共有を図るなど、健康増進事業実施者間で連携を図り、質の高い保健サービス
を効果的かつ継続的に提供することとされているほか、「地域保健法第四条第一項の規定に
基づく地域保健対策の推進に関する基本的な指針」（1994年（平成６年）厚生省告示第374
号）、「国民健康保険法に基づく保健事業の実施等に関する指針」（2004年（平成16年）厚
生労働省告示第307号）において、衛生部局と連携しながら、被保険者の特性に応じた保健事
業を効率的かつ効果的に実施することとされています。
　ＫＤＢシステムにより得られるデータについては、保険者における地域の健康課題の把握
や疾病別医療費分析の充実等による被保険者の特性に応じた効果的な保健事業の展開に資す
るものであり、衛生部局における保健事業にとっても有益な情報であるため、部局間の連携
を密にして有効に活用すべきであるという国の方針に従い、厳重に個人情報を保護・管理し
つつ、保健事業のさらなる推進を図るために有効に活用します。

　健診や医療に関するデータについては、委託先である北海道国民健康保険団体連合会によ
り原則として最低５年間保管します。
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